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－千里ライフサイエンス新適塾－ 
「難病への挑戦」第２０回会合 

 

『 循環器疾患克服へのカギ 

—臓器間ネットワークの観点より— 』 

 

講師 大内 乗有 （おおうち のりゆき） 

名古屋大学大学院医学系研究科 

分子心血管病学講座 

教授 
 

日時 ２０１４年１２月３日（水） １８：００～２０：００ 
 

場所 千里ライフサイエンスセンタービル 

講演会 ８階 ８０１・８０２号室  （１８：００～１９：００）  

懇親会 ７階 ７０１号室  （１９：００～２０：００） 
 

講演・懇親会ともに参加費無料 
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『 循環器疾患克服へのカギ 

-臓器間ネットワークの観点より- 』 

名古屋大学大学院医学系研究科 

分子心血管病学講座 

教授 大内 乗有 

 我が国をはじめとする先進国では虚血性心疾患や動脈硬化を代表とする循環器疾

患の発症率や死亡率は高く、これらの病態解明や予後を改善させる有効な薬物治療

の確立が必要である。近年の生活習慣の変化に伴い、肥満を基盤とした糖尿病、高

脂血症、高血圧を高率に合併するメタボリックシンドロームとその終末像ともいえ

る心血管病は社会的問題となってきた。脂肪組織は「アディポサイトカイン」と総

称される生理活性物質を分泌する内分泌臓器であり、肥満に伴うアディポサイトカ

インの産生異常が代謝性疾患や心血管病の発症、進展に重要な役割を果たしている

ことが明らかになってきた。多くのアディポサイトカインは、肥満に伴い産生が増

加し肥満合併症に促進的に作用する。一方で、肥満により産生が低下するアディポ

サイトカインも存在し、代表的なアディポサイトカインは心血管疾患に対して防御

的に作用するアディポネクチンである。我々は、肥満状態により制御されるアディ

ポサイトカインのスクリーニングを行い、糖代謝や心血管系制御に関わるいくつか

のアディポサイトカインを見出してきた。内臓脂肪に高発現しているオメンチンは

虚血性心疾患患者で血中濃度が低下し、末梢血管障害や心筋虚血障害に保護的に作

用する。また、我々が同定・命名したアディポリンは糖代謝改善作用を有する。 

 一方、近年の研究成果によると、骨格筋も「マイオカイン」と総称すべき分泌蛋

白を産生することにより、近傍や遠隔臓器に影響を与え、運動によるマイオカイン

の産生変化が代謝性疾患や心血管病に関与することが明らかになってきた。我々は、

骨格筋肥大によって誘導されるマイオカインとして follistatin-like 1 に注目し、

follistatin-like 1 が心血管保護的に作用することを明らかにした。 

 本講演では、我々が着目しているアディポサイトカインやマイオカインによる臓

器間ネットワークの観点より、虚血性心疾患などの循環器疾患の病態解明と新規治

療法の開発への取り組みについて紹介したい。 
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【講師学歴/職歴】 

1990 年  大阪大学医学部卒業 

1994 年  大阪大学医学部第 2 内科研究生 

2003 年  ボストン大学ワイタッカー心血管研究所研究員 

2005 年  ボストン大学ワイタッカー心血管研究所助教 

2010 年  名古屋大学大学院医学系研究科 分子循環器学寄附講座教授 

2014 年  名古屋大学大学院医学系研究科 分子心血管病学寄附講座教授 
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－次回の開催は来年 2月ごろを予定しております－ 


